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リスク評価を活用して再処理施設の重大事故に係る設備・操作の脆弱点を同定するため、複数貯槽・複数

事象の同時発生頻度の評価手法を検討した。本稿では、前報(2)で確認した 2 貯槽に対する本評価手法の適用

性確認結果を受け、3 貯槽以上への拡張方法（合理的な方法検討を含む）の検討結果について報告する。 
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1. 緒言 

  Multi-unit Event Combination Approach の解析ツール（以下、「MECA」という。）は、2貯槽の体系を対象

としており、3 貯槽以上の体系への適用手法を検討した。また、多数の貯槽の組合せ数が膨大であり全てを

詳細に評価することは現実的ではないため、評価貯槽のグループ化及びスクリーニング方法を検討した。 

2. 3 貯槽以上の事故発生頻度評価への拡張方法 

2 貯槽を対象とした MECA による複数ケースの解析を実施し、全ての解析ケースを統合して 3 貯槽以上

の評価を行うに当たっての課題抽出と対応を検討し解決の見込みを得た。主な課題と対応は以下。 

  課題(1)：各解析ケースにおける貯槽の組合せ方により、定義できない共通事象が発生する可能性 

   対応：MECA による解析を 1 貯槽毎に実施し、他の貯槽との共通事象全てを網羅するよう定義 

   課題(2)：複数の MECA の解析結果から、全ての共通事象を考慮した共通事象の組み合わせをどのよう

に生成するか、生成した共通事象の組み合わせに対する条件付き確率の対応付け 

    対応：MECA の解析ケースを集約し同時発生頻度を評価。 

①各 MECA の解析ケースで生成された共 

通事象の組合せを集約（右図参照） 

②集約した共通事象の組合せの発生頻度 

を算出 

③生成した共通事象の組合せに対し、各 

MECA の解析ケースから得られた各貯 

槽の条件付き確率を割り当て 

3. 評価貯槽のグループ化、スクリーニング及び統合の方法 

  合理的な評価を行う観点から、評価貯槽のグループ化、スクリーニング及び統合の方法を検討した。 

①設備や緩和操作の共通性を考慮し貯槽をグループ化 

②事象顕在化までの時間余裕、放射性物質放出時の被ばく影響により貯槽グループをスクリーニング 

③起因事象の発生、事象進展の観点で従属性の高い貯槽グループを統合 
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